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�� 令和 7 年度定時総会開催 ～議事、講演会～

�� 新役員体制

�� 令和 7 年度第 1 回理事会・幹事会 ～理事会、講演会～

�� 令和 7 年度人事・賃金講座

�� 第1回SDGs委員会  障害者活躍推進セミナー

�� 令和7年度第1回働き方改革・働きがい向上委員会
「1on1 ミーティング」①、②

�� 令和 7 年度労働法実務講座

�� 青年経営者部会  令和 7 年度定時総会

�� 会員親睦ゴルフ大会／高麗川カントリークラブ

�� 外国人留学生対象企業説明会

�� 若者対象就職面接会

�� 紙上名刺交換会

�� 調査報告「雇用動向及び賃金改定に関する調査」（概要）

�� 埼玉大学研究者との出会いの広場

�� 「ものつくり大学」へようこそ

�� 令和 7年度埼玉県産業労働部主要施策説明会

�� 埼玉県からのお知らせ

�� 新規入会会員の紹介①

�� ワンポイント労働法

�� 告知版、会員の動き



　ຊ会の令和 7年度ఆ࣌૯会が �݄ ��೔ 、ύϨスϗ
テルେٶにて開͞࠵れた。
　ୈ �部Ͱは原හ੒ຊ会会長のѫࡰに続͖、དྷෂのେ
野ݩ༟埼玉県஌ࣄ、ਗ਼ਫ༐ਓ͞いた·ࢢ長、ย෵ਔจ埼
玉労働局長、೔ږ٢埼玉県ڭҭ長、ฏඌװ༤࿈߹埼玉会
長のօ͞·よΓ͝ॕࣙをͬࣀた。
よΓҎԼのٞҊ説明をࣄにおいてはኍᖒઐ຿ཧࣄٞ　
行ͬた。
ʻٞҊʼ
ୈ �߸ٞҊ　令和 �年度ࣄ業ใࠂ
ୈ �߸ٞҊ　令和 �年度ܾࢉใࠂ
ୈ �߸ٞҊ　令和 7年度ࣄ業ܭը
ୈ �߸ٞҊ　令和 7年度ऩ支༧ࢉ
ୈ �߸ٞҊ　ཧࣄ؂・ࣄのબ೚
ୈ �߸ٞҊ　会長・෭会長・ઐ຿ཧࣄのબ೚
　શٞҊがҟٞな͘ঝೝ͞れ、ͦの後ኍᖒઐ຿ཧࣄよΓ
ҎԼのใࠂが行われた。
ʻใ߲ࣄࠂʼ
ᶃ໊༪会長のҕ৤、ᶄސ໰のҕ৤、ᶅৗ೚ࣄװ・ࣄװの
ҕ৤
、ೖ会会員を͝঺հԼͬ͞たن終了後にຊ会΁৽ࣄٞ　
ҎԼのํʑ΁ँײঢ়のଃఄを行ͬた。
・෱Ԭ૱ࢯ（᷂埼玉Γͦなۜ行ʗ୅දऔక໾ࣾ長）
・長ງ和ਖ਼ࢯ（᷂෢ଂ野ۜ行ʗऔక໾಄औ）
（ʗ会長ݿ埼玉០৴用ۚ）ࢯຊٛতڮ・

・ӓా和ࢯ߂（᷂ӓాʗ୅දऔక໾）
（ʗ୅දऔక໾ࣾݐไ᷂）ࢯܙॳ౻ࠤ・
（ʗ୅දऔక໾ࣾ長᷂ࢠキϠノンి）ࢯ݈ݩڮ・
　೚ظຬ了となͬた原හ੒ࢯに୅わΓ、ࢯ݈ݩڮ（キϠ
ノンి᷂ࢠʗ୅දऔక໾ࣾ長）がຊ会の৽会長にબ೚͞
れ、ซͤてԬా৴ٛࢯ（Ϛルキϡー᷂ʗ୅දऔక໾ࣾ
長）、ੴҪ߶࢙ࢯ（౦೔ຊཱྀ٬మಓ᷂େٶ支ࣾʗࣥ行໾
員େٶ支ࣾ長）、೜ాঢҰࢯ（Ή͞しূ᷂݊ʗ୅දऔక
໾ࣾ長）、൧௩ᒇҰࢯ（αイボー᷂ʗ୅දऔక໾ࣾ長）、
長୩、（೔ຊ৴߸᷂ʗऔక໾ઐ຿ࣥ行໾員）ࢯҪਖ਼ળࡔ
઒ᚸ໵ࢯ（6Dτϥックス᷂ʗઐ຿ࣥ行໾員）、᝷ౡՅ
੨໦݈（౦、（αイσンԽֶ᷂ʗ୅දऔక໾ࣾ長）ࢯོ
෭会・ࣄを৽たなཧࢯΨス᷂埼玉支ࣾʗ支ࣾ長）の各ژ
長にબ೚した（ॏ೚者は ��໊）。
　৽໾員を୅දして݈ݩڮ会長は「೔ຊ経済をऔΓ͘ר
のؔ੫ݖԽしておΓ、τϥンプถ政ࡶは·す·すෳڥ؀
໰୊にؔわるӨڹのݟ௨し΋ࠔ೉Ͱ͋る。ຊ会としては
能をॆ実ͤ͞てい͖ػしながらܞや埼玉県、େֶと࿈ࠃ
たい。」と๊ෛをड़΂た。
　ୈ�部Ͱはࡍࠃビジネスˍスϙーツアφリスτのタッ
ク઒ຊࢯよΓ「ϝジャーリーάஂٿにֶͿ企業経Ӧとਓ
ԋを行い、ୈߨҭ੒」と୊したಛผࡐ �部の࠙਌会Ͱ
は和やかに参加者ಉ࢜の਌交をਤͬた。
　৽໾員ମ੍は࣍ทの௨Γ。

　ୈ � 部Ͱはถϝジャーリーάの � ͰӡӦにਂஂٿ
ؔ͘わͬて͜られたタック઒ຊࢯをࢣߨにܴ͑、「ϝ
ジャーリーάஂٿにֶͿ企業経Ӧとਓࡐҭ੒」と୊した
ಛผߨԋを行ͬた。主なߨԋ಺༰はҎԼの௨Γ。
˔ϝδϟーϦーάͷӦۀઓུ
能Ձ஋ʗ˖αービスՁ஋ʗ˖イϝージՁ஋ػ˖
Ϗδωスͱ͸ʁஂٿ˔
˖Τンターテインϝンτビジネスとショービジネス（ײ
ಈは、おۚͰങわͤる）ʗ˖ϝジャーリーάはリϐーτ
ビジネス（ΪϒアウΣイͰお٬をݺͼࠐΉ）

˔మนͷਓࡐҭ੒؅ཧγスςϜ
˖ϝジャーリーάを支͑る �
��� ਓのϚイφーબखた
ͪʗ˖ఈลを͛޿なけれ͹௒Ұ流ਓؒはੜ·れないʗ
˖ຊ物をҭてるには੒ख़ؒظがඞ要
˔Ұྲྀͷਓؒɺ੒ޭऀʹͳΔͨΊͷ ଇݪ�
̍ɽഊ๺のϝッセージをडけない
̎ɽߴいཧ૝、ཧ೦、ເ、໨ඪが͋る
̏ɽࣗ෼がͬࢥたҎ্の͜とをଞਓにして͋͛る
̐ɽキϡリアスキッζになる�ʕ�ࣗݾຬ଍しない
̑ɽऩೖの �෼の �、΋し͘は �෼の �をଞਓのため
に͏࢖

 令和 7 年度ఆ࣌૯会։࠵

 令和 7 年度ఆ࣌૯会　ಛผߨԋ

৽会長ʹࢯ݈ݩڮ（ΩϠϊϯి᷂ࢠʗ୅දऔక໾ࣾ長）Λબ೚
ྩ࿨ � ೥౓ࣄ業・ܾࢉใࠂɺ
ྩ࿨ � ೥౓ࣄ業ܭը౳Λঝೝ

参加者 �� 名
日　時 � 月 12 日  場　所 ύϨεϗテϧ大宮

ѫ͢ࡰΔ݈�ݩڮ�৽ձ௕

ࢯ�ԋ͢ΔλοΫ઒ຊߨ

ϝδϟʔϦʔάஂٿʹֶͿا業経Ӧͱਓࡐҭ੒

講　師 ࢯ ϏδωεˍεϙʔπΞφϦετ　λック઒ຊࡍࠃ
日　時 � 月 12 日  場　所 ύϨεϗテϧ大宮

ྩ࿨�೥౓ఆ࣌૯ձ開催
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৽ ໾ һ ମ ੍ ʢܟশུʣ
ʲ名༪会長ʳ

名 誉 会 長 利根　忠博 ㈱埼玉りそな銀行　元社長・会長
名 誉 会 長 上條　正仁 ㈱埼玉りそな銀行　元社長・会長
名 誉 会 長 石井　　進 ＡＧＳ㈱　シニアエグゼクティブアドバイザー
名 誉 会 長 原　　敏成 武州瓦斯㈱　代表取締役社長

ʲސ　　໰ʳ
顧 問 藤池　誠治 ㈱デサン　代表取締役会長
顧 問 池田　一義 ㈱埼玉りそな銀行　シニアアドバイザー
顧 問 加藤喜久雄 ㈱武蔵野銀行　相談役

ʲཧ　　ࣄʳ
協会の役職名 氏名 事業所名 事業所役職名
会 長 ݈　　ݩڮ キϠノンి᷂ࢠ ୅දऔక໾ࣾ長
副 会 長 ٢野　࣏׮ ٢野ిԽ޻業᷂ ୅දऔక໾会長
副 会 長 神ా　　ਖ਼ ᷂ϋイσイ೔ߴ ୅දऔక໾会長
副 会 長 ࢺܒ　ۼڇ ᷂Ѫࣷ޻੡࡞ॴ औక໾会長
副 会 長 ૿ా　จ࣏ ᷂Ϛスμック ୅දऔక໾会長
副 会 長 ઒ຊ　෢඙ ᷂αイαン ୅දऔక໾ࣾ長
副 会 長 ࢠඒ和ా܀ ᷂σリϞ ୅දऔక໾会長
副 会 長 ҏ౻　ຑඒ ೔ຊి౏޻業᷂ ୅දऔక໾
副 会 長 ߂ॴ　๜ށ ෋࢜૔ݿӡ༌᷂ औక໾会長
副 会 長 ాத℄ฌᦱ センτϥルインターφショφル᷂ ୅දऔక໾ࣾ長
副 会 長 ຊ　ٛতڮ 埼玉០৴用ۚݿ 会長
副 会 長 ෉ً　ڮߴ ೔ຊϐスτンリンά᷂ ୅දऔక໾ࣾ長
副 会 長 தࠐ　ल明 ෋࢜ి᷂ࢠ ୅දऔక໾会長
副 会 長 ޗ઒　ହࢢ ౦೔ຊి৴ి࿩᷂埼玉ࣄ業部 ࣥ行໾員埼玉ࣄ業部長
副 会 長 ෱Ԭ　　૱ ᷂埼玉Γͦなۜ行 ୅දऔక໾ࣾ長
副 会 長 দຊ৳Ұ࿠ ᷂দຊ঎会 ୅දऔక໾ࣾ長
副 会 長 લా　஌ݑ ᷂ϋーベス ୅දऔక໾
副 会 長 த野　ਅ࣏ A(S᷂ ୅දऔక໾ࣾ長
副 会 長 長ງ　和ਖ਼ ᷂෢ଂ野ۜ行 औక໾಄औ
副 会 長 Ԭా　৴ٛ ϚルキϢー᷂ ୅දऔక໾ࣾ長
副 会 長 ੴҪ　߶࢙ ౦೔ຊཱྀ٬㭸ಓ᷂େٶ支ࣾ ࣥ行໾員େٶ支ࣾ長
副 会 長 ೜ా　ঢҰ Ή͞しূ᷂݊ ୅දऔక໾ࣾ長
副 会 長 ൧௩　ᒇҰ αイボー᷂ ୅දऔక໾ࣾ長
副 会 長 Ҫ　ਖ਼ળࡔ ೔ຊ৴߸᷂ औక໾ઐ຿ࣥ行໾員
副 会 長 長୩઒ᚸ໵ 6Dτϥックス᷂ ઐ຿ࣥ行໾員
副 会 長 ᝷ౡ　Յོ αイσンԽֶ᷂ ୅දऔక໾ࣾ長
副 会 長 ੨໦　　݈ ౦ژΨス᷂埼玉支ࣾ 埼玉支ࣾ長

業務執行理事・
専 務 理 事 ኍᖒ　݈Ұ （Ұࣾ）埼玉県経Ӧ者ڠ会 ઐ຿ཧࣄ

ʲࣄ　　؂ʳ
協会の役職名 氏名 事業所名 事業所役職名
監 事 ޭࢤ　原܀ ᷂αϒスク ୅දऔక໾
監 事 ౻஑　Ұ੣ ᷂σαン ୅දऔక໾ࣾ長
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　ຊ会の令和 7年度ୈ �ճཧࣄ会が行われ、ҎԼの̔
ٞҊについて原Ҋ௨Γ͝ঝೝいただ͘とと΋に、ใࣄࠂ
߲について΋͝了ղいただいた。
ʲٞҊ �r̍ɽ令和 �年度ࣄ業ใࠂ
� ̎ɽ令和 �年度ܾࢉใࠂ
� ̏ɽཧࣄ؂・ࣄのબ೚
� ̐ɽ会長・෭会長・ઐ຿ཧࣄのબ೚
� ̑ɽ໊༪会長のҕ৤
� ̒ɽސ໰のҕ৤
� ̓ɽৗ೚ࣄװ、ࣄװのҕ৤
� ̔ɽ令和̓年度ఆ࣌૯会開࠵について
ʲใ߲ࣄࠂʳ
� ᶃ৽ن会員͝঺հ者΁のँײঢ়ଃఄの݅
� ᶄͦのଞ

会にࣄװ・会ࣄ終了後、ཧࣄٞ　
͝出੮した৽会長・෭会長・ࣄװ
に就೚༧ఆの༷݈ݩڮ、೜ాঢҰ
༷、൧௩ᒇҰ༷、ࡔҪਖ਼ળ༷、長
୩઒ᚸ໵༷、੨໦݈༷、দ઒ঢ୅༷、
ত༷、಺ాͻとΈ༷、໼部ٱ԰ݹ
རਓ༷を͝঺հし、͝ѫࡰをいた
だいた後にཧࣄ会・ࣄװ会はด会
した。
　ͦの後、౦ژ౎ཱେֶେֶӃ౎
ࢯݡतのനҪڭՊڀݚՊֶڥ؀ࢢ
がh 企業൜ֶࡑと৺ཧֶからݟる「඼
࣭ෆਖ਼」のਅҼと「ෆਖ਼๷ࢭ」のॲ
ํᝦʱと୊してߨԋ会を行ͬた。

 令和 7 年度ୈ � ճཧࣄ会ɾࣄװ会ɾߨԋ会ΛϋΠϒϦουͰ։࠵
ྩ࿨ � ೥౓ࣄ業・ܾࢉใࠂɺཧࣄ؂・ࣄͷબ೚ɺ
会長・෭会長・ઐ຿ཧࣄͷબ೚ɺ
名༪会長ͷҕ৤ɺސ໰ͷҕ৤ɺ
ৗ೚ࣄװ・ࣄװͷҕ৤Λຬ場ҰகͰঝೝ ѫ͢ࡰΔ

٢໺࣏׮��෭ձ௕参加者 �1 名日　時 � 月 1� 日㈬ 場　所 ύϨεϗテϧ大宮・νΣϦʔϧʔϜ

の೔ຊはࣾ会経済活性Խのため「௞্͛」や「ॳࡏݱ　
೚څのҾ্͛」がࣾ会తなτϨンドとなͬているが、ͦ
のҰํͰ各ࣗのࣄ࢓や໾ׂにԠ͡た௞ۚઃఆを行͏ඞ
要がٻめられている。ຊセϛφーͰは、ࣄ࢓や໾ׂベー
スの௞੍ۚ度ઃํܭ๏について、企業のྫࣄ΋参ߟに経
ஂ࿈ࣄ業αービスのฏాࢯにղ説いただいた。
　۩ମతには、ఆܕత・ඇఆܕత৬຿の௞ۚମܥのϞσ

ルと企業ࡏݱ、ྫࣄ各ࣾの՝୊となͬているॳ೚څҾ͖
্͛に൐͏௞ۚදのݟ௚しྫについて、実ྫを交͑てղ
説いただいた。
˙参加者ײ૝
・ॳ೚څアップྫとバϥンスख๏が参ߟになͬた。
・ଟཱܕ௞ۚମܥについてཧղする͜とが出དྷた。
・౰ࣾの௞্͛ํ๏についてのূݕとしてೲ得した。

 令和 7 年度ਓࣄ௞ۚ࠲ߨ

 ୈ � ճ 4%(T ҕһ会

ࢯ�ԋ͢Δฏా�෢ߨ

෦ࢱ෱ݝۄ࡛
োࢧऀ֐ԉ՝
৽อࢯ�

ձࣾϋϦεࣜג
ᔅాࢯ�

参加者 2� 名
日　時 � 月 2� 日  場　所 大宮ソニックシティ

講　師 経ஂ࿈ࣄ業αʔϏε　ਓࣄ௞ۚηϯλʔ　ηϯλʔ長
ฏా ෢ ࢯ

参加者 1� 名日　時 � 月 1� 日  場　所 大宮ソニックシティ
ൃ　ද ো֐෱ࢱαʔϏεɺछྨͱಛੑɺब労ܧଓࢧԉ # ঢ়ͱ՝୊ݱɺܕ

ࢯ ر໾һ　ᔅా ࿨ߦࣥ　会ࣾϋϦεࣜג
説　明 ো֐者ब労ࢧԉʹ܎Δ埼玉県ͷऔΓ૊Έͱ埼玉県 # 用׆ड஫֦大εテʔシϣϯͷܕ

埼玉県෱ࢱ部ো֐者ࢧԉ՝　主װ　৽อ ࢯ ࢠܙ

ͱͨ͠௞੍ۚ౓ηϛφʔ࣠ج౓Λݙߩ・໾ׂ・ࣄ࢓
～仕事や役割ベースの賃金制度設計方法について～

ো֐者׆༂ਪਐηϛφʔ
～就労継続支援施設の活用について～

　企業におけるো֐者雇用のॏ要性がߴ·るなか、実ࡍ
にऔΓ૊Ήためには、৬৔ڥ؀の整備や長ظతな支援ମ
੍のߏஙなど、い͘つかの՝୊がଘࡏする。
　ୈ �部Ͱは、ࣜג会ࣾリϋスࣥ行໾員のᔅా和ࢯر
よΓ۩ମతなྫࣄや施ઃとの࿈ܞを進めるࡍのϙイン
τを説明いただいた。ୈ �部Ͱは、埼玉県෱ࢱো֐者
支援՝よΓ県のऔΓ૊Έや令和 �年度よΓ開࢝͞れた

埼玉県就労 業の活用ํ๏ࣄड஫֦େステーションܕ#
について͝説明いただいた。
ҎԼ͸ࢀՃऀͷײ૝ʢҰ෦ʣ
・͜れ·Ͱো֐者が働いている࢟をݟた͜とな͘、ࢣߨ
が用ҙして͘だͬ͞たಈըをݟて、ো֐者は݈ৗ者と
มわらないなとೝࣝをվめͤ͞て͘れた。

・Aܕについて΋஌Γたいとͬࢥた。

�৽ձ௕݈�ݩڮ

ࢯ�ݡ�ͷനੴࢣߨ

ྩ࿨�೥౓ୈ�ճཧࣄձɾࣄװձ
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 ୈ � ճಇ͖ํվֵɾಇ্͖͕͍޲ҕһ会

Δ͢ࢣߨ
֎Ҫࢤߒ��ห࢜ޢ

1PO1 ϛʔティϯά　%":1
～部下の成長支援、組織力の向上に効果的な 1on1ミーティングの
　基礎の考え方を学び、「基礎・実践・応用」行動を体得する

　�PO� ϛーティンάとは、্࢘と部Լが �ର �Ͱఆ
のϛーティンάͰ、部Լҭ੒を໨ࣜܗతに行͏ର࿩ظ
తとしたϚネジϝンτख๏のҰつとして、஫໨͞れて
いる。�PO� ϛーティンάをಋೖする͜とによΓ、働
͖ํվֵ・ੜ産性向্の実ݱ、ࣗ཯తਓࡐのҭ੒、཭
৬཰の௿ݮなどのޮՌがظ଴Ͱ͖る。
　౰セϛφーͰは、�PO� ϛーティンάのૅجの͑ߟ
ํをֶΜだ্Ͱ、実ફを௨した「ૅج行ಈ」「実ફ行ಈ」
「Ԡ用行ಈ」のମ得を໨తとしている。
%":�ʢૅجฤʣ
・ѹ౗త૊৫ྗ向্がݟられる企業は、なͥ�PO�ϛー
ティンάをಋೖしているのか
・�つのجຊスキルのମ得ͦ͜、�PO� ϛーティンά
੒ޭのൿ݃

・�PO� ϛーティンάͰ༗ޮなコーνンάのアプロー
νをֶͼ、部Լとڞに੒長する
%":�ʢ࣮ફฤʣ
ࠓ・ �PO� ϛーティンάが੒ޭしている企業は、どΜ
な౒ྗをॏͶているか
・�つの実ફスキルのମ得ͦ͜、リーμーが部Լをಈ
け੒Ռを͋͛られる要ఘͮػ
・�PO� ϛーティンάのスキルを࠷ॳから࠷後·Ͱମ
してΈるݧ

参加者 %":1ɿ31 名　%":2ɿ2� 名
日　時 %":1ɿ� 月 1� 日㈬　%":2ɿ� 月 2� 日  場　所 大宮ソニックシティ

講　師 Ϗδωείʔνࣜג会ࣾ
ύʔτφʔΤάθクティϒίʔν　加地 রࢯ ࢠ

　ຊ会Ͱは主に経Ӧװ部やਓࣄ・労຿୲౰者、ݱ৔の
؅ཧ・؂ಜ者などをର৅に、労຿؅ཧ্ඞ要な労働๏
の実຿஌ࣝなどをཧղしていただ͘͜とを໨తに、ຖ
年「労働๏実຿࠲ߨ」を開ߨしている。
からߨ�　 ஶ、ຊ会࢜ޢͰは҆੢༈หٛߨͰの·ߨ�
ൃ行のh 用からୀ৬·Ͱの๏཯実຿ʤվగୈ࠾ �7൛ʥɦ
と、外Ҫࢤߒห࢜ޢのஶॻʰ௞ܾۚఆの実຿と๏తݚ
ʱのڀ に࢜ޢหࢤߒ用し、外Ҫ࢖のテキスτを࡭�
ղ説いただいた。
ɾࢀ࠲ߨՃऀͷײ૝ʢҰ෦ʣ
会がな͘、͋·ΓҙࣝしػのセϛφーͰはฉ͘ࣅྨ　
た͜とがない಺༰（ࡋ൑ॴの൑அと労جॺの൑அの૬
ҧ、ް 労লのݟղのお࿩）などେม参ߟになΓ·した。

ɾશ ʣࣜܗʢࣗ༝બ୒࠲ߨ4

 令和 7 年度ʮ࿑ಇ๏࣮຿࠲ߨʯ　શ � ࠵Ͱ։ߨ

ʙ労຿؅ཧ্ඞ要ͳ労働๏ͷ
　࣮຿஌ࣝͳͲͷཧղͱֶͼʙ
テキストは『採用から退職までの法律実務〔改訂第 17版〕』を使用

参加者 ᶃ 33 名　ᶄ 32 名　ᶅ 23 名　ᶆ 2� 名
日　時 ᶃ � 月 � 日㈬　ᶄ � 月 11 日㈬　ᶅ � 月 1� 日㈬　ᶆ � 月 2� 日㈬

場　所 大宮ソニックシティ
講　師 ֎Ҫ（50*）๏཯ࣄ຿所　ห࢜ޢ　֎Ҫ ࢯ ࢤߒ

˞ຊ会ൃ行のテキスτは、ຊ会
)1よΓ͝ߪೖいただけ·す。

ճ ։講日 講࠲಺༰
ୈ̍ߨ ��� 4   ௞ۚɾ࿑ಇ࣌ؒʹؔΘΔૅج஌ࣝ

ୈ̎ߨ ����   ࣌ؒ֎࿑ಇͷ੍نͱׂ૿௞ۚɺ
ಉҰ࿑ಇಉҰ௞ۚͷํ͑ߟͱ൑ྫ

ୈ̏ߨ ����  
֤छϋϥスϝϯτ
ɾηΫϋϥɾϚλϋϥ
ɾύϫϋϥ
ɾΧスλϚーϋϥスϝϯτͷߏ૝

ୈ̐ߨ ����  
࿑ಇ൑ྫղઆ
ɾਓࣄ࿑຿୲౰ऀ͕஌͓ͬͯ͘΂
͖൑ྫͷղઆ

ࢯ�ࢠԋ͢ΔՃ஍�রߨ

ձ৔ͷ༷ࢠ �PO� ϛʔςΟンά࣮ફ

2025. 6・7月号セミナー開催結果
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　੨年経Ӧ者部会の令和 7年度ఆ࣌૯会を �݄ ��೔
 、ύϨスϗテルେٶにて開࠵し、ؔ܎者をؚめて
��໊が参加した。
ʲୈҰ෦ɹఆ࣌૯ձʳ
　ఆ଍਺の確ೝ後、େ野部会長がٞ長となͬて৹ٞが
進められ、ҎԼのٞҊす΂てが原Ҋ௨Γঝೝ͞れた。
　　�� 令和 �年度ࣄ業ใࠂ
　　�� 令和 �年度ܾࢉใࠂ
　　�� 令和 7年度ࣄ業ܭը
　　�� 令和 7年度ऩ支༧ࢉ
ʲୈೋ෦ɹߨԋձʳ
よΓ「ਓੜࢯੈ߳ߴԋ会Ͱは、େߨ　 ��� 年࣌୅の
ウΣルビーインάϚーέティンά」と୊して͝ߨԋを
いただいた。
‖σーλͰݟΔਓੜ ���೥࣌୅
　೔ຊのฏۉण໋は͜の 7� 年ؒͰ �� 、Ҏ্৳ͼࡀ
உ性が ���� 女性が、ࡀ �7�7 ����）ࡀ 年࣌఺）となͬ
ている。ਓੜ ��� 年࣌୅はす͙ͦ͜·Ͱഭͬている。
　と͜Ζが、തใಊが実施したアンέーτௐࠪによる
と、「��� ͦ」Ͱੜ͖たいか」とい͏໰いにରして·ࡀ
と౴͑たਓは「͏ࢥ͏ �ׂにಧかなかͬた。͜れは
ੈքとൺֱして΋ஶし͘௿い݁ՌͰ͋る。
　೔ຊਓが長ੜ͖するࣄ΁の఍ײ߅が͋るཧ༝につい
て෼ੳすると、��� Ͱੜ͖る͜と΁のۤ労やෆ·ࡀ
҆は各ࠃಉ༷に͡ײているが、「νャンスが૿͑る」「ਓ
の໾にཱてる」などϙジティϒにଊ͑られるਓのׂ߹
が、೔ຊはੈքにൺ΂てগない͜とがわかͬた。
　��� 年ੜ活のதにいかにʠウΣルビーインάʡを
ඳけるかがΧΪをѲͬていると͑ݴる。
‖ਓੜ ���೥࣌୅ͷ΢ΣϧϏーΠϯάͱ
ϚーέςΟϯά
　ウΣルビーインάにؔする ���� 年の推
ఆࢢ৔ن໛は、���� 年とൺ΂て �ഒҎ্
に֦େするとࠐݟ·れている。

　തใಊが経Ӧ者ٴͼϚーέティンά୲౰者にରして
アンέーτௐࠪを実施したと͜Ζ、ウΣルビーインά
のಋೖの༗ແͰࣄ࢓のຬ଍度はͦれͧれ໿ ��� ഒにな
る͜とがわかͬた。
　ビジネスにおけるウΣルビーインάのಋೖ಺༰は
「ਓࡐϚネジϝンτ」と「Ϛーέティンά」のେ͖͘
�つに෼かれる。લ者はٳՋのॆ実、ۈ຿࣌ؒのॊೈ
Խ、৬৔ڥ؀のվળなどが͛ڍられる。後者はウΣル
ビーインάをテーϚにした঎඼・αービス開ൃ、٬ސ
とのコϛϡχέーション活性Խなどがͦ͏Ͱ͋る。
　͜のೋつをൺֱして、よΓຬ଍度の向্がݟられた
のは「Ϛーέティンά」΁ಋೖした企業Ͱ͋ͬた。
　ͦの要Ҽをඥղ͘と、ウΣルビーインάをϚーέ
ティンάに活用する͜とͰ創଄性がߴ·Γ、ࣄ࢓にख
͝た͑を͡ײている͜とが෼かͬた。活ൃԽするࣾ಺
の༷ࢠをݟて、経Ӧ者΋Ԡ援の࢟੎になΓ、ࣾ員とྑ
。॥؀がͰ͖ていた޷をங͘͜とがͰ͖る܎なؔ޷
　എܠには、ࠓࡢの働͘ਓは、ࣄ࢓に「やΓがい」を
ߟを「ͤ޾」٬のސ。している܎めている͜とがؔٻ
͑るウΣルビーインάのϚーέティンά活用は、ଟ͘
の働͘ਓのࠜݯに͋るϞνベーションをܹࢗしている
からͦ͜、ϙジティϒなมԽが࿈࠯してい͘のͰ͋る。
ʲୈࡾ෦ɹ࠙਌ձʳ
　๯಄、ฐ会会長のࢯ݈ݩڮ（キϠノンి᷂ࢠ୅දऔ
క໾ࣾ長）よΓॕࣙをいただいた後、େ野部会長よΓ
͝ѫࡰをいただいた。׻ஊதには参加者おҰਓͣつか
らۙگใࠂ΋いただ͖、೐やかなงғؾのதͰดԅと
なͬた。

 ੨年ܦӦऀ෦会 令和 7 年度ఆ࣌૯会

ఆ時૯会・講ԋ会ʮਓੜ 1�� ೥時୅ͷ
΢ΣϧϏʔΠϯάϚʔέティϯάʯ・࠙਌会
日　時 � 月 2� 日㈬
参加者 1� 名

場　所 大宮ソニックシティ
講　師 ��会ࣾതใಊ　1ࣜג ೥ੜ׆者ڀݚ所　所長

大ࢯ ੈ߳ ߴ

࠙਌ձͷ༷ࢠ ࢠԋձͰͷϫʔΫγϣοϓͷ༷ߨ

͏ߦԋΛߨ
େࢯ�ੈ߳�ߴ

੨೥ܦӦऀ෦ձ
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　ຊ会࠵ڞの外ࠃਓཹֶੜର৅企業説明会を開࠵した。参加ର৅者は、ઐ
मֶߴ・ߍઐ・୹େ・େֶ・େֶӃ౳のલ年度ଔ業ٴͼຊ年度ଔ業༧ఆの
外ࠃਓཹֶੜͰ、౰೔は、ࡢ
年度の ��� ໊をେ্͖͘ճる
7�� ໊のֶੜが参加した。各企
業のϒースͰは、୲౰者からの
説明を೤৺にௌ͖、ࣄ業಺༰や
෱རްੜ౳についてੵۃతに࣭
໰している༷ࢠ΋ݟられた。

　ୈ �ճݩڮ会長ഋ૪ୣの会員਌ກΰルϑେ会がߴ
ྷ઒Χンτリークϥϒにて開͞࠵れた。μϒルϖリア
ํࣜͰٕڝを行い、アウτ ��、イン ��、άロス ��
のスコアͰճͬた܀原和உࢯがネッτ 7��� Ͱ૯߹༏
উを০Γ、ݩڮ会長ഋをड৆した。

ʻॳࢀՃऀͷํʑʢॱෆಈʗܟশུʣʼ
・൧ౡ　ӫೋ（ত和޻業᷂ʗࣾ長）
（ʗࣾ長᷂ࢠキϠノンి）݈　　ݩڮ・
（のཱ྆ʗࣾ長ޢとհࣄ࢓·た͖᷂͞）ਖ਼ढ़　ڮߴ・
・େ௬　ஐً（᷂アイμઃܭʗৗ຿ࣥ行໾員）
・େᖒ　Ұխ（᷂ΤイϫンϗーϜʗઐ຿）

 ୈ � ճݩڮ会௕ഋ૪ୣઓ ʙ会һ਌ກΰϧϑେ会ʙ

�ձ௕ΑΓ݈�ݩڮ
Λදজࢯ��࿨உݪ܀

͕（ティʔ・ΞΠ・シʔʗ୅දऔక໾ࣾ長᷂）ࢯ 原 ࿨உ܀
૯߹༏উ

参加者 1� 名日　時 � 月 13 日  場　所 ઒ΧϯτϦʔクϥϒྷߴ

੒੷ ࢯ ʢ໊ܟশུʣɾ໊ۀا άϩス ϋϯσ ωοτ
૯߹༏উ 原　和உ（᷂ティー・アイ・シー）܀ �� ���� 7���
४༏উ （Ψス᷂ށࡔ）ହ明　ޱࢁ �� ���� 7���
�Ґ （᷂ࢠキϠノンి）݈　　ݩڮ �� ���� 7���
άϥンドシχア༏উ（7ࡀ�Ҏ্） （Ψス᷂ށࡔ）ହ明　ޱࢁ �� ���� 7���
シχア༏উ（ࡀ��Ҏ্） 原　和உ（᷂ティー・アイ・シー）܀ �� ���� 7���
ベスτάロス 原　和உ（᷂ティー・アイ・シー）܀ �� 06T��� I/���

ʲओͳ੒੷ʳ

ࢠઆ໌ձͷ༷ۀا

業説明会اਓཹֶੜର৅ࠃ֎
日　時 � 月 22 日 
参加者 ��� 名

主　࠵ ްੜ労働ল埼玉労働局ɺ
埼玉৽ଔԠԉϋϩʔϫʔクɺϋϩʔϫʔク

場　所 大宮ソニックシティ
࠵　ڞ 埼玉県ɺ埼玉県経Ӧ者ڠ会ɺ

埼玉県雇用ର策ٞڠ会ɺ埼玉県ڠྲྀަࡍࠃ会
ԉ　ޙ ࢢ·͍ͨ͞ ྗ　ڠ 埼玉県ެ労࢖会ٞ

校種 県内 県外 計
大学院 2 1 3
大学 15 3 18
短期大学 0 0 0
高等専門学校 0 0 0
専修学校 553 179 732
その他（既卒等） 2 5 7

合計 572 188 760

಺༁ߍՃֶࢀ˙

業種 企業数
建設業 3
製造業 18
情報通信業 0
運輸業、郵便業 5
卸売業、小売業 8
学術研究、専門・技術サービス業 1
宿泊業、飲食サービス業 2
医療、福祉 4
サービス業（他に分類されないもの） 4

合計 45

ͷ಺༁ۀاՃࢀ˙

　ຊ会࠵ڞの若者ର৅就৬໘઀会をྫ年௨Γ開࠵し
た。͜の໘઀会は、ߍߴ・ઐ໳ֶߍ・୹େ・େֶ౳を
ଔ業して֓Ͷ �年Ҏ಺のํٴͼ �� 、ҎԼの若者とࡀ
埼玉県಺に就業৔ॴの͋るࣄ業ॴをத৺とした企業が
会する就৬໘઀会Ͱ、౰೔は企業ଆからは、ຊ会会員
企業 ��ࣾをؚΉ ��� ࣾが参加した。

　埼玉労働局がൃදした����年 �݄の༗ޮٻਓഒ཰
は ���� ഒͰ͋Γ、ٻ৬者がҾ͖続͖ߴਫ४に͋るが、
৬を্ճͬて推ҠしておΓ、؇やかな持ͪ௚ٻਓがٻ
しのಈ͖が͡ײられる΋のの、Ұ部ٻਓのಈ͖に଍౿
ΈがΈられる（埼玉労働局よΓ）。企業として΋、物
Ձ্ঢ౳が雇用に༩͑るӨڹに஫ҙするඞ要が͋る。

ଔط 3 ೥Ҏ಺ͷํٴͼ 3� ҎԼͷए者ର৅ब৬໘઀会ࡀ
日　時 � 月 23 日  主　࠵ ްੜ労働ল埼玉労働局ɺ埼玉৽ଔԠԉϋϩʔϫʔクɺ

埼玉Θ͔΋ͷϋϩʔϫʔクɺϋϩʔϫʔク
場　所 大宮ソニックシティ

࠵　ڞ 日ຊ労働૊߹૯࿈߹会埼玉県࿈߹会ɺ埼玉県経Ӧ者ڠ会ɺ
埼玉県ࣾ会อݥ労຿࢜会ɺ埼玉県雇用ର策ٞڠ会ɺ埼玉県ɺ͍ͨ͞·ࢢ

2025. 6・7月号ؔ࿈ۀࣄ
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暑中お見舞い申し上げます
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౸ணॱ্ࢴࡌܝ名׵ަࢗ会

株
式
会
社
ゼ
ネ
ラ
ル
サ
ー
ビ
ス

代

表

取
締
役

大
野
洋
子

取
締
役

社

長

武
州
産
業
株
式
会
社

小
田
切
武
久

代
表
取
締
役

社

長

齊
藤
政
春

日
東
商
事
株
式
会
社

代
表
取
締
役

社

長

出
牛
洋
行

日
本
イ
ス
エ
ー
ド
株
式
会
社

代
表
取
締
役

社

長
三
位
電
気
株
式
会
社

理
事
長

飯

能

信

用

金

庫

理
事
長

川

口

信

用

金

庫

代
表
取
締
役

社

長
望
月
印
刷
株
式
会
社

山
部
鉄
兵

木
村
和
貴

株
式
会
社
中
央
デ
パ
ー
ト

代
表
取
締
役

社

長

代
表
取
締
役

会

長
株
式
会
社
第
一
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

埼
玉
中
央

支
店
長

損
害
保
険
ジ
ャ
パ
ン
株
式
会
社

田
名
田
曜
行

代

表

取
締
役

日
本
自
動
車
管
理
株
式
会
社

支
店
長

野
村
證
券
株
式
会
社

さ
い
た
ま
支
店

こ
う

め
い

坂
戸
ガ
ス
株
式
会
社

取
締
役

会

長

執
行
役
員

野
村
不
動
産
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
株
式
会
社

埼玉経協ニュース　No.447 9



౸ணॱ্ࢴࡌܝ名׵ަࢗ会

代

表

取
締
役

株
式
会
社
レ
ー
ベ
ン
ハ
ウ
ス

北
西

功

一
般
社
団
法
人

職

員

一

同

埼
玉
県
経
営
者
協
会

廣
澤

健
一

専
務
理
事

代

表

取
締
役

大
野
建
設
株
式
会
社

大
野
哲
也

代
表
取
締
役

社

長
株
式
会
社
木
下
フ
レ
ン
ド

木
下
公
次

株
式
会
社
フ
ジ
タ

関
東
支
店

中
島
直
史

支
店
長

代
表
取
締
役

社

長
株
式
会
社
富
士
薬
品

高
柳
昌
幸

株
式
会
社
シ
タ
ラ
興
産

代
表
取
締
役

社
長
兼
Ｃ
Ｅ
Ｏ

代

表

取
締
役

株
式
会
社
さ
い
た
ま
資
材

埼玉経協ニュース　No.44710



雇用動向及び賃金改定に関する調査ಛผௐࠪ

ɽ̍����年度ʢ����年�݄࠾༻ʣͷ৽ଔऀ࠾༻ͷ༗ແ౳

�ɽۙ 年ͷޏ༻ಈ޲ʹ͍ͭͯ

̏ɽਓ֬ࡐอɾ཭৬๷ࢭͷͨΊͷऔΓ૊Έঢ়گ΍՝୊ɺ����年度ͷ௞ۚվఆͷ࣮施ঢ়گ

ʢ �ʣ����೥4݄৽ଔ࠾༻ঢ়گʢશମʣ

ʢ̍ʣ׆༺࠾ಈͷվળͷऔΓ૊Έͷঢ়گ΍՝୊ʢҰ෦ʣ

ʢ̍ʣਓ֬ࡐอɾ཭৬๷ࢭͷͨΊͷऔΓ૊Έ ʢ̎ʣ௞ۚվఆͷ࣮ࢪঢ়گʢˋʣ

ʢ̑ʣࣄ࢓ͱҭࣇɾհޢͷཱ྆ͷͨΊͷऔΓ૊Έͷঢ়گ΍՝୊ʢҰ෦ʣ

ʢ̎ʣैۀһن໛ผঁੑ؅ཧ৬ׂ߹ʢˋʣ ʢ̏ʣঁੑ׆༂ͷਪਐ΁ͷ͝ҙݟʢҰ෦ʣ

ʢ̐ʣোޏऀ֐༻΁ͷ͝ҙݟʢҰ෦ʣ

ʢ̐ʣ࠾༻ͨ͠৽ଔͷֶྺʢඇ੡଄ۀʣ

ʢ̏ʣ࠾༻ͨ͠৽ଔͷֶྺʢ੡଄ۀʣ

•�女性活躍促進の研修,女性管理職インタビュー、育成研修への女性比率UPの実施。
•�妊娠時、離職防止のため産休・育休制度の充実や働く環境の整備づくり。
•�ヘルスリテラシ等、勉強会を開催し社内全員で共有する。
•�女性が活躍しにくい業種（例えば建設現場の職人）と、そうでない職種があるため、同一
基準で規定するのは現実的ではない。

•�知的系障がいは製造業の現場は安全上摘要しにくいことが多く「程度」の判定が難しい。
•�採用した社員を定着・永続雇用することで学校からの紹介を受けやすくする方針、特別
支援学校との連携、地元の特別支援学校からの実習の受入れ等を実施しているが、採
用後の定着や組織としての受入れ体制の整備。
•�社内に於いて採用職種を広げる活動を行っている。

•�若いスタッフが多いので、期限いっぱいに育児休業してもらい、家族に対するフォローに努めていきたい。
•�常に法改正に基づいて就業規則を改定して対応している。埼玉県の「多様な働き方プラチナ」を取得しており、従業員に寄り添って改善を進めていく。
•�男性も気兼ねなく取得できる様になってきてはいるが、人手不足感（特に人数の少ない会社では）は常態化している。
•�在宅勤務推奨、有休休暇以外の特別休暇設定、法律セミナー受講等による教育を実施している。
•�「育児休業」については、対象者がはっきりしているため（子供の年齢により限定）取り組みやすいが、「介護休業」については、施行規則等で記載されているものは要
件が厳しい一方、企業側には両立支援のため幅広く利用できる環境整備が推奨されており、企業側に裁量がある分、かえって「育児休業」と比べて「介護休業」の方
が対応しづらい。両立支援のため幅広く利用されている事例等がもっと周知されるとよい。

調査日：2025 年 4月～ 5月　　回答数：全体 87（内製造業 38、内非製造業 49）
雇用動向及び賃金改定に関する調査の詳細については、7月下旬を目途に弊会HP「事業案内→調査・報告書」に掲載させていただきます。

◇�応募はあったが採用に至らなかった（４）、応募がなかった（６）、既卒採用を行った
（９）◇その他回答：中途採用、新卒既卒問わず募集、人数足りている、内定者が全
員辞退したため４月入社はゼロ、派遣人員を雇用し対応した。

◇�回答企業全体について、新卒採用全体は昨年65.1%から4.0％減少の59.8%であっ
た。業種別では、製造業は65.1%から71.1%に増加、非製造業は62.7%から51.0%
と大幅に減少した。また、新卒採用の計画はなく、採用しなかった企業も昨年の19
社から22社に増加した。

ʢ̎ʣܭ༺࠾ը͸͕͋ͬͨ࠾༻Ͱ͖ͳ͔ͬͨɺ
ͳ͔ͬͨཧ༝͠༺࠾ը͸ͳ͘ܭ༺࠾　　　
　　　ʢΧοί಺͸ճ౴਺ʣ

SNSの活用、ハローワークの活用、新卒コンサルタントの活用、採用内定者の辞退防止の取り組み、売り手市場なので内定承諾しても引き続き就職活
動を行っている（より好条件の企業を探している、大手志向）、事業継続の観点から中堅層の増員を優先して中途採用に力を入れている、一昨年から初
任給の見直しと福利厚生の充実を図っているが建設業の不人気に加え高卒者の進学が多くなっているのが現状。
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300人超

101～300人
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13.6 50.0 27.3 4.54.5
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※回答企業が取り組んでいる内容について、当てはまるものを全て回答していただいた。

応賃金改定の実施状況「実施した」・「実施予定」の比率合計値を
前年度と比較すると、300人超は95.5％で＋1.4％で増加した、101
～300人は86.2％で-5.9％、51～100人は88.2％で-7.3％、1～
50人は79.0％で-9.8%となっており、300人以下の企業について
は減少傾向が見られた。0 10 20 30 40 50 60 70 80

76給与水準引き上げ
賞与引き上げ

業績改善を伴わない「防衛的な賃上げ」
長時間労働是正

業務プロセスの見直し
IT設備投資

テレワーク導入
福利厚生充実

育児・介護両立できる制度準備
副業を認める

シニア人材活用
外国人労働者雇用
社員の能力開発
評価制度の見直し
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41

35
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86.4 9.1 4.5

66.7 20.7 2.3 10.3
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採用計画はなく、採用しなかった 22
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13

採用計画通り予定人数を採用した

採用したが、計画人数に未達だった

採用計画はあったが、採用できなかった
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　　　　「ものつくり大学」へようこそ　　　　「ものつくり大学」へようこそ　　　　「ものつくり大学」へようこそ

埼玉大学研究者との出会いの広場 ࿈བྷԼ͍͞ɻ͝ʹهຯΛ͓࣋ͪͷํ͸ɺԼڵճͷ಺༰ʹ͍ͭͯɺؔ͝৺ɾࠓ
埼玉ݝ経Ӧऀ協ձ�ઐ຿ཧࣄ　ኍᖒ　݈Ұ　
ὸ �4�ô�47ô4���　 JOGo!TBJUBNBLFJLZo.oS.KQ

シリーズ
第149回

　݁থとは、ࢠݪが͋るルールにのͬとͬ
て៉ྷにฒΜでいるݻ体です。特に「୯݁থ」

といΘΕる৔߹は、「݁থのサイζが਺ミϦʙ਺センνҎ上」の
大きなմで͋るঢ়ଶをࢦします。ೃછΈ΍すい「୯݁থ」とい͑͹、
ルϏー、サϑΝイア、クオーπといͬた、きΕいなๅੴがイϝー
ジし΍すいでしΐうか。
　セラミックス材料の中には、݁থにすることでは͡めて特ҟ的
なػೳをൃ現する、ないしは、ػೳを最大ݶ活用できる΋のが多
くଘ在します。ࢲたちのڀݚάループでは、ػೳ性セラミックス
材料のόルク݁থ育成に取Γ૊Μでいます。セラミックス材料に
ؚまΕるݩૉ΍ͦのׂ߹・ঢ়ଶなͲをࣗ在にデβインし、ఱવの
ๅੴにはないϢχークなػೳを࣋たͤた݁থをࣗ෼たちのखでつ
くるڀݚを௨し、ະ஌෺࣭のൃݟ΍、طଘの෺࣭をΑΓলコスト・
লエωで࡞੡するٕज़の開ൃを໨ࢦしています。
が多くଗͬてڥには、όルク୯݁থ育成؀ࣨڀݚがॴଐするࢲ　
います。大݁ܕথ育成用のνョクラルスキー࿍・ਨ௚ϒϦッジϚ
ン࿍にՃ͑、小ܕな݁থをߴ଎で育成Մೳ（ݧࢼ的な݁থ育成に
最ద）な集ޫՃ೤ුܕ༡ଳ༹༥࿍΋ՔಇしておΓ、無ػ化学΍材

料Պ学のڭՊॻにॻいて͋る࣮ݧを一௨Γࢼすことができます。
こΕはඇৗにك༗なڥ؀で、大݁ܕথ育成૷ஔから小ܕ૷ஔまで
一௨Γଗͬているࣨڀݚは日ຊ中୳して΋ͦうݟつかΓまͤΜ。
์、ています。特にͬߦをڀݚ਎はޫ学݁থをઐ໳としてࣗࢲ　
ࣹઢが౰たるとڧくޫる「シンνϨータ」という材料を得ҙとし
ています。シンνϨータは์ࣹઢݕ出ثのセンサー材料として޿
く࢖ΘΕておΓ、ΘΕΘΕの਎のपΓで΋、ۭߓのखՙ෺ࠪݕ΍
部ڳ X ઢ $5 なͲで活༂しています。日ຊで΋まΕにΈる୯݁থ
育成ڥ؀をଘ෼にੜかし、طଘٕज़ではとら͑きΕない์ࣹઢ΍、
における์ࣹઢ、͋るいはӉ஦ڥ؀ݶ࿍内΍஍֪といͬた極ࢠݪ
から߱Γ஫͙ະ
஌の์ࣹઢ（҉
෺࣭ʹμークࠇ
Ϛター）をݕ出
できる৽しいシ
ンνϨータ材料
の開ൃを進めて
います。

新規機能性材料の開発とバルク単結晶育成
大学院理工学研究科　物質科学部門　物質基礎領域　小玉 翔平 助教

学歴・略歴ɹখۄ�ᠳฏʢͩ͜·�͠ΐ͏΁͍ʣ���� ೥౦๺େֶେֶӃത࢜՝ఔظޙमྃɻത࢜ʢֶ޻ʣɻ���� ೥ �݄ΑΓݱ৬ɻઐ໳͸
ແػԽֶɺࡐྉՊֶɺ݁থֶ޻ɺ์ࣹઢɾྗࢠݪ

࿈བྷԼ͍͞ɻ͝ʹهຯΛ͓࣋ͪͷํ͸ɺԼڵճͷ಺༰ʹ͍ͭͯɺؔ͝৺ɾࠓ
埼玉ݝ経Ӧऀ協ձ�ઐ຿ཧࣄ　ኍᖒ　݈Ұ　
ὸ �4�ô�47ô4���　 JOGo!TBJUBNBLFJLZo.oS.KQ

連載
第130回

　一ࡢ年຤、ຊ学৘ใϝΧトϩχクス学Պ
に、ػցՃ࣮޻श用のثػとして 5 ࣠Ճ޻
5）ػ ࣠制ޚϚシχンάセンタ）がಋೖさ

Εました。5 ࣠Ճػ޻とは、ैདྷのટ൫΍ϑライス൫といͬたෳ
਺のػ࡞޻ցのػೳを 1 ୆に౷߹し、ߴ度な *5 ٕज़でࣗಈ化さ
Εた最৽Ӷのػ࡞޻ցです。こΕにΑΓ、ෳࡶなܗঢ়のՃ޻が༰
қになΓ、ػցՃ޻の現৔ではさらなるল人化がՄೳとなΓます。
զが国では、গྸߴࢠ化にΑる࿑ಇ人ޱのݮগが進ΜでおΓ、޻
ఔのࣗಈ化とল人化がෆՄܽな課୊となͬています。
　このΑうなঢ়گの中、ຊ学のΑうな޻業ڭ育ؔػにおい
て΋5࣠Ճػ޻をѻ͑る人材の育成がٸ務となͬています。
しかし、現ঢ়ではڭ育࣮੷が極めてগなく、ٸ଎な֦大΋
らΕまͤΜ。ͦのཧ༝として、5ݟ ࣠Ճ޻がػցՃ޻の応用
的ٕज़要ૉとҐஔͮけらΕ、まͣ൚用ػ࡞޻ցにΑるૅج
的要ૉのश得が優先さΕる܏向が͋ることがڍげらΕます。
また、ثػのಋೖにはߴ額なコストがかかΓ、ࢦಋڭ員の
スキルアップのための࣌ؒ確保΋大きな課୊です。
　一ํ、Ԥभを中৺とするւ֎では、5 ࣠Ճػ޻はॳ学者

がѻう΋のとさΕ、ैདྷのՃػ޻ցはߴ度なٕज़΍ٕೳを࣋つख़
࿅者が࢖用す΂き΋のというํ͑ߟが͋Γます。最৽のػ࡞޻
ցは *5 ٕज़にΑΓࣗಈ化が進Έ、୭で΋ѻい΍すくなͬたため、
ॳ৺者にదしているということです。こΕにはࢍ൱両࿦͋るとࢥ
いますが、ੜまΕた࣌から *5 ٕज़が਎ۙに͋るए年૚は、こΕ
までのΑうな൚用のػ࡞޻ցからではなく、ࣗಈ化が進Μだ最৽
の΋のから学ͼ始めるというのは、こΕからのػցՃ޻の学ͼํ
に、զが国で΋なるのか΋しΕまͤΜ。

新しい機械加工の学び方
情報メカトロニクス学科　෢༤ ༃ ڭत

武雄 靖ʢ͚͓ͨ�΍͢͠ʣڭतɹത࢜ʢֶ޻ʣɺ౦ژ೶޻େֶେֶӃֶ޻෎ػցγεςϜֶ޻ઐ߈ʢത࢜ظޙ՝ఔʣमྃɺٕ ज़ܦӦम࢜ʢઐ
໳৬ʣɺಛػڃցՃٕ޻ೳ࢜ɺްੜ࿑ಇল΋ͷͮ͘ΓϚΠελʔɻࣜגձࣾ҆౻ཐࢠɺؔ౦৬ۀೳྗ։ൃେֶߍ౳Λݱͯܦ৬ɻઐ໳͸ػ
ցՃֶ޻ɺٕज़ܦӦɺٕೳ఻ঝͳͲɻॴଐֶձ͸೔ຊػցֶձɺਫ਼ີֶ޻ձɺ࣮ફڭҭ܇࿅ֶձɺ೔ຊڭֶ޻ҭڠձɻʢ࿈བྷઌɿ����
�������� ʗ UBLFP!JPU�BD�KQʣ

σϞՃ޻αンϓϧ඼ ΦʔϓンΩϟンύεͰͷσϞՃ޻
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 令和 7 年度　埼玉県施策説明会

埼玉県産業労働部主要施策説明会

参加者 13 名
日　時 ４月 23 日㈬

場　所 大宮ソニックシティ

講　師

　令和 7年度に埼玉県産業労働部が実施する主要施
策について、会員企業に向けた説明会を実施した。
　神野産業政策局長からは、「渋沢MIX」におけるイ
ノベーションの創出、「SAITAMAロボティクスセン
ター（仮称）」の整備などについて説明いただいた。
　浪江地域経済・観光局長からは、海外ビジネス展開
の支援、持続可能な物流確保に向けた支援、インバウ

ンド誘致の推進などについて説明いただいた。
　萩原雇用労働局長からは、AI 活用による若者の就
業支援、女性の活躍推進のためのスキル習得や就業・
キャリアアップ支援、ノーコードツールの活用による
DXの推進などについて説明いただいた。
　説明会終了後は、各局長と参加者との交流が行わ
れた。

（左）神野 真邦 産業政策局長
（中央）浪江 美穂 地域経済・観光局長
（右）萩原 啓 雇用労働局長

働く人のための
DX推進講座の受講者募集

　県では、県内中小企業向けに、「DX
推進講座」をオンラインで開催しま
す。受講料は全て無料（要申込）。社
内のデジタル化推進にぜひご活用く
ださい。
〇日程（6 コース全 36 講座）
　令和 7 年 7 月 30 日㈬から順次開講

詳細　こちらから→
〇問い合わせ先
県産業人材育成課
DX 推進講座事務局（㈱パソナ JOB 
HUB 内）

（saitama_dx@pasona-jobhub.
co.jp）

「第２回埼玉 PX大賞」募集中
～男性の育休取得に積極的な
　中小企業を表彰します～

　県では、男性の育休取得を後押し
するため、男性の育児と仕事の両立
を積極的に支援する県内中小企業を

「埼玉 PX（ピーエックス）大賞」と
して表彰します。
　多くの企業の皆様からの応募をお
待ちしています！
〇募集期間
　令和 7 年 8 月 29 日㈮まで

詳細　こちらから→
〇問い合わせ先
県雇用・人材戦略課

（048-830-4518）

渋沢ＭＩＸ会員募集！

　県では、「オープンイノベーション
の創出・促進」「スタートアップの創
出・成長支援」「イノベーションを担
う人材の育成」の 3 つのコンセプト
を掲げたイノベーション創出拠点「渋
沢ＭＩＸ」を、令和 7 年 7 月 25 日㈮
に開設します。

現在、渋沢ＭＩＸの会員を募集中です！
詳細　こちらから→

〇問い合わせ先
県産業支援課

（048-830-3787）

　全国のスタートアップ企
業等を対象に、埼玉県内の
サーキュラーエコノミーを
推進する先進的なプランを募るコン
テスト。
　令和 7 年 8 月上旬募集開始予定
　最優秀賞 1 者　賞金 100 万円
　優秀賞 2 者　　賞金　50 万円
　特別賞 1 者　　賞金　30 万円
〇問い合わせ先
県産業創造課

（048-830-3735）

奨学金返還支援補助金の
ご案内

　社員に対する奨学金の返還支援制
度を設ける県内中小企業等に対し、
負担額の一部を補助します。
★人材確保・早期離職防止が期待で

きます。
　詳しくは、下記奨学金返還支援ホー
ムページまで

https://www.saitama-
shougakukinhojyo.com

〇問い合わせ先
埼玉県中小企業団体中央会

（048-700-4600）

第２回埼玉県サーキュラー
エコノミースタートアップ
ビジネスプランコンテスト開催

セミナー開催結果

コバトン

埼玉県からの
お知らせ
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公益財団法人 いきいき埼玉
(埼玉県シルバー人材センター連合） TEL 048-728-7841 FAX 048-728-2130お問い合わせは所在市町村の

シルバー人材センターへ
〒362-0812  伊奈町内宿台6-26  
埼玉県県民活動総合センター内

求人・人手不足に
お悩みの事業主様へ

●シルバー人材センターとは
「高年齢者等の雇用の安定等に関する法律」に基づき設立
された公益法人です。地方公共団体をはじめ、企業や家庭な
どから高齢者にふさわしい仕事を引き受け、シルバー人材セ
ンターの会員に提供しています。

3つのメリット 技能を活かす分野
植木剪定
和洋裁

事務分野
一般事務　経理事務　
毛筆筆耕、宛名書き

サービス分野
保育、介護補助
品出し、接客
営業

屋内外の一般作業
清掃
梱包、包装、検品、仕分け
除草

❶知識や経験
豊富な知識や経験、技能を持つ会員が、
多様な仕事に対応します。

❷
県内５９箇所に設置。全県をカバーしています。
早朝や夕方、土日、短時間の仕事などにも対応します。

❸
公益的、公共的な団体なので安心です。
丁寧、実直に仕事に取り組みます。

身近で便利

安心で丁寧

主な業務内容

埼玉県シルバー連合 検索

相続のお手続きで
お悩みの方は
武蔵野銀行へ！

武蔵野銀行個人コンサルティング部　TEL 048-641-6111お問い合わせ先

相続の
手続きって
どんなものが
あるんだろ？

そんなに資産も
多くないから
遺言なんて
必要ない？

※遺言信託・遺産整理業務には手数料がかかります。詳しくは最寄りのの店舗、各サービスパンフレットを
ご参照ください。

相続に関する
気になる疑問を
動画でチェック！

『日本一暮らしやすい埼玉』推進ファンド

埼玉 りそな Ｓ Ｄ Ｇ s私募債

▼詳細はこちら埼玉県

「水と緑」 「子ども・教育」 「スポーツ」
をテーマとした寄付先からお選びいただけます

「水と緑
をテーマとした
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会 һ の 動 き
৽ೖ会һͷ͝Ҋ಺
᷃λΧβϫاը
　代表取締役　髙澤　彰
　�さいたま市浦和区元町2-4-4
エステートYAMAZAKI��201号
TEL 048-883-8074

　（資）300万円
　（従）1名
�経営コンサルタント、中小企業
診断士

᷂໦ԼϑϨϯυ
　代表取締役社長　木下　公次
所沢市東所沢和田3丁目 1番地 10
　TEL�04-2944-3737
　（資）3,000万円
　（従）275名
　廃棄物収集運搬、中間処理業

᷂ϗιΧϫίーϙϨーシϣϯ
　代表取締役　細川　恵多
さいたま市桜区栄和4丁目1番 1号
　TEL�048-859-1110
　（資）1,000万円
　（従）20名
　�輸入中古車、新車、及び自動車
部品小売り

ࡐࢿ·͍᷂ͨ͞
　代表取締役　佐久間　誠
　越谷市平方南町13-13
　TEL�048-979-2885
　（資）3,000万円
　（従）62名
　土木工事業

੺࢘੡ઢ᷂�࡛޻ۄ৔
　代表取締役　金山　敦
　新座市野火止5-15-21
　TEL�048-478-3123
　（資）4,000万円
　（従）49名
　伸線加工販売業

᷂ۀ޻ۄ࡛
　取締役社長　尾﨑　和男
　�さいたま市浦和区常盤 8 丁目
19番 19号
　TEL�048-831-2102
　（資）1,000万円
　（従）2名
　不動産賃貸業

᷂Թઘಓ৔
　代表取締役　山﨑　寿樹
　比企郡ときがわ町玉川3700
　TEL�0493-65-4977
　（資）5,000万円
　（従）401名
サービス業

ϛαϫリϑΥーϜؔ౦᷂
代表取締役社長　細田　剛史
さいたま市中央区円阿弥7-7-8
TEL�048-637-8330
　（資）5,500万円
　（従）106名
�建設業（一戸建て・マンション
リフォーム非住宅改修）

୅ද者มߋ
େ࿨ূ᷂݊�େࢧٶళ
　支店長　中田　勇人
　（旧　支店長　山本　真帆）

Γͦͳ૯߹ڀݚॴ᷂�࡛ۄຊࣾ
　代表取締役社長　甲賀　一隆
（旧　代表取締役社長　米谷　高史）

ॴۀӦۄ඿೩ྉ᷂�࡛ژ
　所長　岩野　大樹
　（旧　所長　和田　孝行）

લᖒԽ੒᷂ۀ޻
　上席執行役員　製造本部長　
　高橋　信夫
　（旧　取締役製造本部長　
茂木　達宏）

᷂தԝσύーτ
　代表取締役社長　木村　和貴
　（旧　代表取締役　木村　和男）

๬݄ҹ᷂࡮
　代表取締役社長　山部　鉄兵
（旧　代表取締役社長　望月　諭）

౦೔ຊి৴ి࿩᷂
　執行役員　埼玉事業部長　
　小池　哲哉
　（旧　執行役員　埼玉事業部長　
市川　泰吾）

೔৴ιϑτΤϯδχΞリϯά᷂
　代表取締役社長　山口　洋一
（旧　代表取締役社長　丹野　信）

઒ޱ৴༻ۚݿ
　理事長　飯田　雅弘
　（旧　会長　木村　幹雄）

େӫෆಈ࢈౤ސࢿ໰᷂
　代表取締役社長　武田　稔
（旧　代表取締役社長　関川　朋史）

ࣾ名มߋ
/55υίϞϏδωειリϡーシϣϯズ᷂
（�旧　㈱ドコモビジネスソリューションズ）

୅ද者ม͓ߋΑͼॅ所มߋ
᷂੨༿ੴࡐ
　代表取締役　吉田　奉行
　（旧　代表取締役　吉田　奉文）
　さいたま市西区三橋5-934

୅ද者ม͓ߋΑͼ '"9 มߋ
ઃ᷂ݐాࡉ
　代表取締役　細田　光利
（旧　代表取締役　細田　伴次郎）
　FAX�042-972-7778

ॅ所มߋ（৽ॅ所）
େ໦᷂ۀ࢈
　川口市上青木6-32-20
　TEL�048-487-7377
　FAX�048-487-7379

᷂ϋοϐーεϚΠϧ
　さいたま市北区宮原町1-477
　大谷ビル
　TEL�048-919-3306

　มܗ労働੍࣌ؒは、�ϱ݄୯Ґ、�年୯Ґ、ಛఆࣄ業の �
िؒ୯Ґの �つのछྨが͋るが、ͦのಛ௃は、มؒظܗを
୯Ґとして、ͦのؒظの労働࣌ؒをฏۉして �ि ��࣌ؒを
௒͑ないൣғ಺Ͱ各೔の࢝業・終業࣌ࠁを就業نଇຢはॴ
ఆのํ๏（ۈ຿ද౳）Ͱఆめて͜れを労働者にप஌して労
働ͤ͞る労働੍࣌ؒ度Ͱ͋る。
　したがͬて、労働࣌ؒがۈ຿දのఆめると͜Ζによͬて、
ತԜの͋る労働࣌ؒとなΓ、ॴఆ労働࣌ؒが、͋る೔は๏
ఆ労働࣌ؒよΓ長͘、͋る೔は๏ఆ労働࣌ؒよΓ୹いとい
してۉをฏؒظ຿のඞ要性に߹わͤて、ͦのۈ͏ �ि ��࣌
ؒを௒͑ないఆめによΓ、労働者のա൒਺Ͱ૊৫する労૊
が͋る৔߹はͦの労૊、ない৔߹はա൒਺୅ද者とのॻ໘
ଇにఆめると͜ΖによΓ、ͦのଞ͜れに४نఆຢは就業ڠ
ͣる΋のによΓ労働を実施する労働੍࣌ؒ度Ͱ͋る。
　したがͬて、ॴఆ労働࣌ؒがͦのؒظをฏۉして �ि ��
࣌ؒを௒͑ないൣғ಺Ͱൟؓにซͤてઃఆ͞れる΋のͰ͋
る。したがͬて、͋る೔はॴఆ労働࣌ؒが �೔ �࣌ؒを௒
͑長࣌ؒとなΓ、͋る೔は �೔ �࣌ؒҎ಺の୹࣌ؒとなる
といͬた஄ྗతな労働࣌ؒとなる。
　ͦして、͜ の長࣌ؒの೔΋୹࣌ؒの೔΋౰֘労働者にとͬ
ては働ٛ͘຿の͋るॴఆ労働೔のॴఆ労働࣌ؒͰ͋る。
　ͦして、年ٳとして就労ٛ຿が໔আ͞れる೔の労働࣌ؒ
΋、౰೔の労働೔のॴఆ労働࣌ؒの長୹によΓ（Ջ࣌ؒٳ）

�೔ �࣌ؒよΓ΋長͘なͬたΓ、୹͘なͬたΓする。
　しかし、ॴఆ労働࣌ؒの長い೔΋୹い೔΋、ͦの೔の年
Ջ（౰೔の就労ٳ๏の୯ҐͰ͋る「�೔」のجとしては労ٳ
ٛ຿の໔আ）が෇༩͞れる͜とになる。労働者としてはॴ
ఆ労働࣌ؒの長い೔にٳՋをऔれ͹長い࣌ؒの就労ٛ຿が
໔আ͞れ、୹いॴఆ労働࣌ؒの೔にٳՋをऔれ͹୹い࣌ؒ
しか就労ٛ຿の໔আを得られないとい͏໰୊が͋る。
　しかし、長いॴఆ労働࣌ؒの೔΋୹いॴఆ労働࣌ؒの೔
΋、労働೔਺としては �労働೔の年ٳとい͏͜とになる。
　なお、年ٳख౰は、労ج๏にఆめる �つのํ๏の͏ͪҰ
൪ଟいのがͦの೔の「ॴఆ労働࣌ؒ労働した৔߹に支෷わ
れる௨ৗの௞ۚ」とのఆめ（๏ �� ৚ � ߲、労جଇ �� ৚）
Ͱ͋Γ、࣌ؒによͬてఆめられた௞ۚの৔߹にのΈ、ͦの
ֹۚに実ࡍのͦの೔のॴఆ労働࣌ؒ਺を৐͡たֹۚ（લ৚ �
߲ �߸）によΓ、ଞは೔、ि、݄のॴఆ௞ۚをॴఆ労働࣌
ؒ਺Ͱআしたֹۚとしてࣄࢉܭ຿の؆ૉԽした௞ۚが支෷
われる。しかし年ٳをऔ得した೔は、ͦの೔は労働をして
いないのͰ実労働࣌ؒは �となる。
　ͦのため、長いॴఆ労働࣌ؒの೔に年ٳをऔ得した者と
୹い࣌ؒの೔に年ٳをऔ得した者とͰは、ಉ͡年ٳのऔ得
೔਺Ͱ͋ͬて΋࢒Γの実ࡍに働͘実࣌ؒ਺には年ٳ೔のॴ
ఆ労働࣌ؒ਺のఆめによΓࠩがੜͣる。

ワンポイント労働法 มܗ労働時੍ؒͷ場߹ͷ೥ٳͷऔѻ͍
ʕ長時ؒͷ日΋୹時ؒͷ日΋1労働日ͷ೥ٳ（࣮働時ؒ͸�）
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